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線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ第４回会合 議事概要 

 

１．開催日時 

 令和４年５月 31日（火）10時 00分～12時 00分 

 

２．開催場所 

 気象庁７階会議室１ 

  ※Microsoft Teamsによる web会議を併用 

３．出席者 

 別紙１のとおり 

 

４．議題及び検討結果の概要 

下記の議題について検討を行った。 

 

 ○線状降水帯の予測精度向上に向けた取組の進捗状況について 

 半日前からの線状降水帯による大雨の可能性の予測が開始されるが、今後、ますま

す予測精度向上への期待が高まってくると思われる。国民に情報を提供するにあ

たり、情報の位置づけ、情報の精度をきちんと解説する必要がある。 

 

 予測精度向上の取組を着実に進めるためには、学官連携での取組をさらに強化す

るなど、オールジャパンで取組が着実に進められることを期待する。技術的な課題

に対しては、私たち研究者からの助言も可能と考えるところ、取組の振り返りや技

術的な課題の抽出も進めていただきたい。 

 

 ○線状降水帯の予測精度向上に向けた学官連携の方策について 

 集中観測について、官学連携で行うのは大変意義がある。今後、国際的な共同観測

と連携することや、集中観測の中で地上での水文観測を加えることも有効である。 

 

 集中観測データを集約して共有する取組は非常に重要である。線状降水帯の研究

に関心のある研究者が迅速に観測データを広く利用できるよう、データポリシー

を整理し、データ公開の取り組みを加速する必要がある。過去事例の解析のため、

集中観測で得られる観測データだけでなく、気象庁の過去データも共有すると有

効である。 



 

 開発のプロセスには、主に現状把握（予測精度、課題）、改善、評価の３段階があ

る。現状把握の部分では気象庁が貢献し、改善の検討の部分では研究者が貢献し、

最後に両者が協力して統計的に評価することでそれらを結び付けるというように、

評価までを見据えて一緒に取り組むと良い。 

 

 数値予報資料共有 Web について、降水だけでなく各種指標なども閲覧できると速

やかな要因分析が可能となる。また、数値予報の結果のデータを大学等の研究者に

提供してもらえると、より詳細に解析できるようになる。 

 

以上  



別紙１ 

 

線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ第４回会合 出席者 
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